
町
で
は
、
生
徒
数
増
加
に
対
応

し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら

小
針
中
学
校
の
増
築
計
画
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
準
備
が
整
い
、
6
月

中
旬
か
ら
建
設
工
事
を
開
始
し
ま

し
た
。

当
該
工
事
は
、
本
年
度
末
を
竣

工
予
定
と
し
て
お
り
、
工
事
期
間

中
、
住
民
の
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
増
築
校
舎
の
概
要
】

構
造
…
Ｒ
Ｃ
造
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
）
3
階
建
（
一
部
4
階
）

建
築
面
積
…
約
7
0
1
㎡

延
床
面
積
…
約
1,
9
3
9
㎡

【
工
事
請
負
業
者
】

建
築
工
事
　
㈱
島
村
工
業

電
気
工
事
　
㈱
東
電
工
業
社

機
械
工
事
　
㈱
鈴
木
総
合
設
備

教
育
総
務
課
○内
2
5
2
1

町
の
公
共
下
水
道
工
事
も
、
皆

様
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
、
新
た
に
次
の
と
お
り

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
工
事
中

は
、ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
危
険
で
す
の
で
、
工
事

現
場
付
近
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

〈
工
事
概
要
〉

◎
工
業
専
用
地
区
管
渠
築
造
工
事

予
定
工
期

平
成
20
年
3
月
21
日

ま
で

工
事
場
所

小
室
地
内
（
図
1
）

工
事
内
容

開
削
工
事

＊
工
事
場
所
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
綾
瀬
川
を
は
じ
め
と

し
た
周
辺
水
環
境
の
水
質
保
全

と
、
公
衆
衛
生
お
よ
び
住
環
境
の

向
上
を
目
的
に
、
公
共
下
水
道
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
下
水
道

も
、
整
備
さ
れ
た
地
域
の
方
々
に

使
っ
て
い
た
だ
き
ま
せ
ん
と
、
目

的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。公

共
下
水
道
が
使
え
る
区
域
内

に
お
住
ま
い
の
方
で
、
ま
だ
接
続

さ
れ
て
い
な
い
お
宅
は
、
早
め
に

接
続
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
際
の

注
意
点
】

野
菜
く
ず
･
残
飯
･
油
等
は
、

下
水
道
管
の
つ
ま
り
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
下
水
道
に
は
流
さ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

都
市
整
備
課
下
水
道
施
設
係

○内
２
４
４
６

8

小
針
中
学
校

校
舎
増
築
工
事
の
お
知
ら
せ

問

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
！

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
の
お
願
い

町税等の納期のお知らせ

納期内の納付にご協力ください。
町税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。口座振替
申込書は、納付書に綴られているほか、役場収税課窓口にありま
す。通帳・通帳使用印をご持参のうえ、役場収税課または取扱い
金融機関でお申し込みください。※口座振替の開始は、申込月の
翌月末以降の納期分からとなります。 収税課●◯内２１４３

納付は納期限までに
お忘れなく

固定資産税　　　２期
国民健康保険税　１期
介護保険料　　　１期納付期限 7月31日

問

公
共
下
水
道
の

お
知
ら
せ

増築校舎�

プール�

駐車場�駐車場�

テニスコート�テニスコート�グランド�

既存校舎�

体育館�

問

つづ

図１
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次
に
掲
げ
る
商
品
に
つ
い
て
、

製
造
工
程
上
の
不
具
合
が
原
因
で

破
裂
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
製

造
業
者
が
自
主
回
収
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ご
自
宅
で
該
当
す
る
商
品
を
お

持
ち
の
場
合
は
、
次
の
相
談
窓
口

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
製
造
事
業
者

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
�

・
商
品
名

「
ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
Ｋ
Ｔ
」

「
Ｆ
Ｍ
ボ
ー
イ
ｋ
」

・
鑑
定
番
号

鑑
消
第
13
│
4
号

・
製
造
時
期

平
成
13
年
11
月
〜
平
成
14
年
7

月
・
品
質
保
証
期
間

2
0
0
2.
02
〜
2
0
0
5.
10

●
相
談
窓
口

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
�
お
客
様
相

談
窓
口

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
│
８
０
１
０
８
４

受
付
時
間
・
月
〜
金
曜
（
祝
日

を
除
く
）
９
時
〜
17
時

●
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果

〜
河
川
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

と
も
に
国
の
基
準
値
を
下
回
る
〜

昨
年
度
に
実
施
し
た
河
川
水

（
綾
瀬
川
・
原
市
沼
川
）
の
調
査

結
果
を
公
表
し
ま
す
。

河
川
水
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
数
値
は
、
国
の
基
準
を
下

回
り
ま
し
た
。
埼
玉
県
に
お
い
て

も
現
在
、
河
川
の
水
質
改
善
を
図

る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
浄
化
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
の
測
定
を
実
施
し
ま

し
た
。
調
査
結
果
は
国
が
示
し
た

基
準
値
を
下
回
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
環
境
に
配
慮
し
て

施
設
の
適
正
な
運
転
管
理
に
努
め

ま
す
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ご
み
の
減

量
化
や
物
を
大
切
に
使
う
な
ど
、

町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
取
組

み
も
必
要
で
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

環
境
対
策
係
○内
２
２
５
３

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や

す
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。予
報
、

注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
ら
、

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
以
下

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１.

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
や
外

出
を
避
け
る

２.

目
、
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た

ら
す
ぐ
家
に
入
り
、
洗
眼
、
う
が

い
等
を
行
う
。

３.

発
令
中
は
自
動
車
の
運
行
を

差
し
控
え
る
。

４.

病
弱
な
人
、
乳
児
、
お
年
寄

り
の
方
は
、
健
康
な
成
人
の
方
よ

り
も
被
害
を
受
け
や
す
い
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
町
で
は
、
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
注
意
報
ま
た
は
、
警
報
が
発

令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
町
防
災
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

環
境
対
策
係
○内
２
２
５
３

町
で
は
、
４
月
よ
り
古
着
・
古

布
の
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

雨
が
降
っ
て
い
る
日
や
降
り
出
し

そ
う
な
場
合
は
、
次
回
の
収
集
日

に
持
ち
越
し
て
出
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

雨
に
濡
れ
て
し
ま
う
と
、
臭
い

や
カ
ビ
が
発
生
し
、
再
利
用
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

廃
棄
物
対
策
係
○内
２
２
５
２
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環
境
対
策
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

古
着
・
古
布
の
出
し
方
に
つ
い
て

問問

えせ同和行為は、
同和問題の解決を妨げます

えせ同和行為とは、同和問題を
口実にして企業や行政機関などに
不当な利益や義務のないことを求
める行為をいいます。
この行為は、あたかも差別解消

運動であるかのように見せかけて
行われることが多いため、同和問
題の解決に真剣に取り組んでいる
人たちや民間運動団体に対する県
民のイメージを損ね、ひいては、
同和問題に対する誤った意識を植
え付ける原因にもなり、差別解消
の道から大きく外れるものです。
さらに、これまで行政や民間運

動団体が行ってきた長年にわたる
啓発の効果を一挙に覆すもので
す。
このようなことから、わたした

ちは、まず同和問題を正しく理解

することが大切です。えせ同和行

為に対しては、安易に応じること

が、えせ同和行為をはびこらせ、

結果的に、同和問題の解決を妨げ

ることになるとの認識をもって対

応することが必要です。

埼玉県「えせ同和行為」対策関係
機関連絡会の相談窓口

●さいたま地方法務局人権擁護課
�863－2211（代表）

●埼玉県総務部人権推進課
�830－2258

●埼玉県警察本部刑事部組織犯罪
対策課　　�832－0110（代表）

●�埼玉県暴力追放・薬物乱用防
止センター　　　�834－2140

●埼玉弁護士会　　�863－5255
埼玉県発行「同和問題の解決をめ
ざして」より

問

原市沼川（境橋）�
綾 瀬 川（綾瀬川�
と原市沼川の合流地点）�

基準値�

調査場所�調査日�

H18.8.24

綾瀬川（境橋）�

河川水　（環境基準値：１ｐｇ－ＴＥＱ／Ｌ）�

平成18年度　ダイオキシン等汚染物質調査状況�

調査結果�

1.3

0.89

0.72

0.84

0.78
参考（H17）�

1.30

0.68

0.56
参考（H17）�

0.27

調査日�

H19.1.26

0.96

0.64
年平均�

0.52

0.62

0.39
調査結果�

0.31

1.0

1.0
参考（H17）�

2.4

1.0

クリーンセンター　�
（環境基準値：１０ｎｇ－ＴＥＱ／ｍ3N）� H18.6.1

H18.7.13

調査日�

0.67

1.2

調査結果�

1.1

1.0

参考（H17）�

１号炉�

２号炉�

調査場所�

基準値� 10

〜

ー

〜

ー

探
し
て
い
ま
す�

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易

消
火
具
自
主
回
収
の

お
知
ら
せ

製造ロット番号と品�
質保証期間は、缶底�
に表示しています。�

2005.10

例えば、2005年10月
に品質保証期間が過ぎ
る場合、以下のように
記載されています。�
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